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ミ
ツ
ウ
ロ
コ
会
関
西

　
全
国
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
会
関
西

支
部
会
は
６
月
14
日
、
大
阪

市
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ

ス
ミ
ア
大
阪
で
定
時
総
会
と

報
告
会
を
開
い
た
。
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行

い
、
福
島
幹
治
支
部
会
長
と

辰
巳
佳
照
、
山
下
純
生
、
児

玉
収
功
の
３
副
会
長
を
再
任

し
た
。

　
福
島
支
部
会
長
は
「
Ｌ
Ｐ

難
局
打
開
、提
案
型
商
売
に
活
路

ガ
ス
販
売
事
業
者
は
４
万
件

あ
っ
た
も
の
が
、
１
万
７
８

０
０
件
に
ま
で
減
少
し
た
。

業
界
環
境
の
変
化
や
後
継
者

問
題
を
受
け
今
後
急
激
に
減

少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
生

産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
一

方
で
空
き
家
問
題
が
生
じ
る

な
ど
、
難
し
い
舵
取
り
を
迫

ら
れ
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
の
進
展
な
ど
に
対
応

し
た
情
報
収
集
が
必
要
だ
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
は
お
客

さ
ま
と
の
信
頼
関
係
で
成
り

立
っ
て
い
る
。
保
安
、
料
金

の
透
明
化
、
取
引
の
適
正
化

を
図
り
た
い
。
困
難
を
避
け

た
時
に
成
長
は
止
ま
る
。
提

案
型
の
商
売
に
徹
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
近
藤
敦
・
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
ヴ

ェ
ッ
セ
ル
取
締
役
部
長
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化
が

進
み
、
10
年
前
と
比
べ
大
き

く
情
勢
が
変
わ
っ
て
い
る
。

特
に
関
東
エ
リ
ア
は
大
競
争

の
環
境
下
に
あ
る
。
当
社
は

３
年
前
に
電
力
小
売
事
業
に

参
入
し
た
が
、
私
が
32
年
前

に
入
社
し
た
当
時
は
電
力
を

販
売
す
る
こ
と
に
な
る
と
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た

関
東
で
都
市
ガ
ス
販
売
事
業

に
参
入
し
た
。
関
西
で
も
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
、
人
口
減

少
と
働
き
方
改
革
、
異
常
気

象
と
災
害
へ
の
対
策
を
テ
ー

マ
に
事
業
に
取
り
組
む
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
森
脇
栄
治
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

グ
ロ
ー
ブ
関
西
支
店
副
支
店

長
は
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
は
物

流
面
の
人
材
が
不
足
し
て
い

る
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
、
時
代
の
変
化
を

先
読
み
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
方
で
、
ご
用
聞
き
商

売
へ
の
回
帰
が
始
ま
っ
て
い

る
。
軒
先
ビ
ジ
ネ
ス
に
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
。
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
販
売
店
の
強
み
で
あ
る

小
回
り
の
利
く
地
域
密
着
型

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
今
年
度
は
大
阪
、
松
本
、

奈
良
、
和
歌
山
、
徳
島
の
各

地
区
会
が
研
修
会
を
開
く
。

ミ
ツ
ウ
ロ
コ
ヴ
ェ
ッ
セ
ル
主

催
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
ク
ー

ル
に
参
加
す
る
ほ
か
、
秋
冬

に
統
一
チ
ラ
シ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
す
る
。

福
島
幹
治
支
部
会
長

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
研
究
会

（
北
嶋
一
郎
会
長
）
は
６
月

18
日
、
伊
丹
市
の
伊
丹
シ
テ

ィ
ホ
テ
ル
で
第
24
回
通
常
総

会
を
開
い
た
。
取
引
の
適
正

化
や
料
金
の
透
明
化
を
進
め

顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
一
層

強
化
す
る
。

　
北
嶋
会
長
は
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

が
お
客
さ
ま
に
選
択
さ
れ
続

け
る
た
め
に
は
、
安
全
で
快

適
な
生
活
に
貢
献
で
き
る
よ

う
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組

み
、
取
引
の
適
正
化
や
料
金

の
透
明
化
を
進
め
て
お
客
さ

ま
と
の
信
頼
関
係
を
一
層
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
。
厳
し

い
競
争
環
境
に
留
意
し
な
が

ら
保
安
、
需
要
、
災
害
対
策

適
正
取
引
で
信
頼
拡
大 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

事 

業 

研

北
嶋
一
郎
会
長

へ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
少
子
高

齢
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支

援
、
健
康
・
介
護
、
働
き
方

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

進
め
ら
れ
て
い
る
制
度
改
革

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

へ
の
対
応
を
着
実
に
進
め
、

お
客
さ
ま
の
信
頼
を
得
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
今
年
度
は
少
子
高
齢
化
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
間
競
争
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
普
及
、
Ｌ

Ｐ
Ｇ
車
の
減
少
、
労
働
力
の

確
保
、
都
市
部
で
の
単
位
消

費
量
の
減
少
や
過
疎
地
域
で

の
空
家
の
増
加
な
ど
の
課
題

に
対
し
、
技
術
と
提
案
力
の

あ
る
若
手
社
員
の
育
成
、
集

中
監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
配
送
計
画
の
最
適
化
や
配

送
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

自
治
体
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備

常
設
化
提
案
、
過
疎
化
や
人

材
不
足
な
ど
事
業
環
境
の
変

化
に
応
じ
た
保
安
規
則
の
あ

り
方
な
ど
の
研
究
も
行
う
。

　
ロ
ン
ド
ン
五
輪
柔
道
銀
メ

ダ
リ
ス
ト
で
伊
丹
市
出
身
の

杉
本
美
香
・
コ
マ
ツ
女
子
柔

道
部
コ
ー
チ
が
「
笑
顔
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。

　
関
西
Ｌ
Ｐ
Ｇ
研
究
会
（
Ｋ

Ｌ
Ｃ
、
岩
本
隆
博
会
長
）
は

６
月
20
日
、
大
阪
市
の
ホ
テ

ル
モ
ン
ト
レ
　
グ
ラ
ス
ミ
ア

大
阪
で
第
49
期
定
時
総
会
と

経
営
者
研
修
会
を
開
い
た
。

研
修
会
で
は
植
田
信
一
・
大

阪
ガ
ス
リ
ビ
ン
グ
事
業
部
リ

ビ
ン
グ
計
画
部
長
が
「
大
阪

ガ
ス
の
家
庭
用
市
場
に
お
け

る
取
り
組
み
」、
内
田
淳
・

エ
ネ
ア
ー
ク
関
西
企
画
統
括

部
長
が
「
エ
ネ
ア
ー
ク
関
西

の
概
要
」
を
講
演
し
、
自
由

化
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場

へ
の
対
応
策
を
学
ん
だ
。

　
岩
本
会
長
は
「
当
会
は
大

阪
万
博
が
開
か
れ
た
１
９
７

「
工
楽
」で
本
業
革
新 

Ｋ
Ｌ
Ｃ

岩
本
隆
博
会
長

０
年
に
誕
生
し
た
。
関
西
タ

ー
ル
、
リ
キ
ッ
ド
ガ
ス
、
大

阪
ガ
ス
Ｌ
Ｐ
Ｇ
と
変
遷
し
業

界
の
立
ち
位
置
も
変
化
し
た

が
、
都
市
ガ
ス
の
補
足
的
な

事
業
で
は
な
く
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
そ

の
も
の
を
事
業
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
。
当
会
が
今
後
も

会
員
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
協
議
し
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
友
田
泰
弘
・
エ
ネ
ア
ー
ク

関
西
社
長
は
「
岩
本
会
長
が

言
わ
れ
る
通
り
、
つ
な
が
り

が
大
切
だ
。
社
員
に
も
社
内

外
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と

説
い
て
い
る
。
合
理
化
や
労

働
生
産
性
を
高
め
、
効
率
的

運
営
に
努
め
た
い
。
江
戸
時

代
、
兵
庫
県
高
砂
市
に
工
楽

松
右
衛
門
と
い
う
人
が
い

た
。
工
楽
の
姓
は
工
事
、
工

夫
を
し
て
楽
し
む
と
い
う
意

味
。
わ
れ
わ
れ
も
そ
の
意
識

を
持
ち
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
植
田
氏
は
自
社
が
住
環
境

の
困
り
事
に
対
応
す
る
「
住

ミ
カ
タ
・
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど

を
展
開
し
、
顧
客
と
の
関
係

強
化
と
暮
ら
し
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
志
向
し
て

い
る
と
強
調
。「
顧
客
を
取

っ
た
、
取
ら
れ
た
で
一
喜
一

憂
し
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り

組
ん
で
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
内
田
氏
は
エ
ネ
ア
ー
ク
関

西
の
事
業
規
模
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

利
用
状
況
な
ど
を
紹
介
。
電

力
販
売
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

の
事
業
多
角
化
、
業
務
品
質

向
上
に
よ
る
差
異
化
、
情
報

技
術
の
活
用
、
点
を
面
に
す

る
他
社
と
の
連
携
な
ど
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
挙
げ
た
。

　
マ
ル
ヰ
会
四
国
地
区
会

（
藤
村
泰
雄
会
長
）
は
６
月

21
日
、
鳴
門
市
役
所
を
訪
ね

泉
理
彦
市
長
に
「
デ
リ
バ
リ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
１
台
を

寄
贈
し
た
。
同
地
区
会
に
よ

る
四
国
の
自
治
体
へ
の
寄
贈

は
今
回
で
18
例
目
。
米
谷
淳

則
副
会
長
（
四
国
岩
谷
産
業

社
長
）
が
泉
市
長
に
目
録
を

贈
呈
し
、
泉
市
長
か
ら
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
贈
呈
式
に
は
米
谷
副
会
長

と
、
市
へ
の
教
育
・
防
災
対

策
資
金
の
寄
付
経
験
か
ら
今

回
の
寄
贈
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

鳴
門
ガ
ス
の
中
岸
雅
夫
社
長

と
中
岸
真
史
常
務
が
出
席
。

四
国
岩
谷
産
業
の
田
中
章
博

常
務
、
橋
本
昌
和
取
締
役
エ

ネ
ル
ギ
ー
営
業
部
徳
島
支
店

長
、
田
浦
哲
也
徳
島
支
店
副

支
店
長
兼
徳
島
営
業
課
長
兼

開
発
課
長
も
列
席
し
た
。

　
米
谷
副
会
長
は
あ
い
さ
つ

で
「
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
や

台
風
、
地
震
な
ど
災
害
が
日

常
化
し
て
し
ま
っ
た
昨
今
、

寄
贈
活
動
の
ピ
ッ
チ
を
上
げ

ね
ば
と
感
じ
て
い
る
。
有
事

マ
ル
ヰ
会
四
国
地
区
会

鳴
門
市
に
寄
贈

「デリステ」

の
際
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
温
か
い
食
事
を
提
供
で
き

る
よ
う
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
は
マ
ル
ヰ
会
の
大
き
な
使

命
。
災
害
時
に
は
一
人
で
も

多
く
の
方
の
た
め
に
力
を
尽

く
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
泉
市
長
は
「
昨
年
は
大
洲

市
に
寄
贈
さ
れ
、
今
回
は
当

市
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。

四
国
の
防
災
体
制
向
上
へ
の

貢
献
に
感
謝
す
る
。
鳴
門
は

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
直
下
型

地
震
対
策
が
課
題
で
、
災
害

時
の
温
か
い
食
事
は
命
を
つ

な
ぐ
一
丁
目
一
番
地
。
市
内

の
世
帯
は
ほ
ぼ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を

使
用
し
て
お
り
、
い
つ
も
使

う
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
も
し
も
の
時

に
も
役
立
つ
こ
と
が
あ
り
が

た
い
」
と
返
礼
。
16
日
に
は

改
修
し
た
市
人
権
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
２
・
２
㌔
㌾
㌂
発
電

機
を
導
入
し
、
災
害
対
応
力

を
生
か
し
て
避
難
所
機
能
を

高
め
た
こ
と
を
付
言
し
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
評
価
し
た
。

　
田
中
常
務
は
一
度
に
１
０

０
人
分
の
炊
飯
と
汁
物
調
理

が
で
き
る
「
デ
リ
ス
テ
」
の

特
徴
を
説
明
。
鍋
と
炊
飯
器

を
一
体
化
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

性
や
、
約
５
分
で
組
み
立
て

ら
れ
る
利
便
性
な
ど
を
伝
え

「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
災
害
対
応
力

を
生
か
し
た
商
品
」と
し
た
。

泉理彦市長（前列左から２人目）に寄贈品目録
を手渡す米谷淳則副会長。寄贈をサポートした
中岸雅夫氏（前列右から２人目）らも列席した

　
京
都
府
Ｌ
Ｐ
Ｇ
保
安
研
究

会
（
畑

彦
会
長
）
は
６
月

21
日
、
京
都
市
の
ホ
テ
ル
日

航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都
で
通
常

総
会
を
開
き
、
今
年
度
の
事

業
計
画
を
決
め
た
。
畑
会
長

が
今
年
度
か
ら
京
都
府
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
協
会
の
会
長
に
就
き
多

忙
と
な
る
た
め
、
役
員
体
制

の
強
化
を
図
り
谷
昇
幹
事
を

副
会
長
に
選
任
し
た
。

　
畑
会
長
は
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は

災
害
に
備
え
る
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
り
、
炊
き
出
し

畑

彦
会
長

有
事
供
給
体
制
を
強
化 

京
　
都

保
安
研

は
も
ち
ろ
ん
、
避
難
所
と
な

る
施
設
へ
の
空
調
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
災
害
時
に
わ
れ

わ
れ
が
稼
働
で
き
な
け
れ
ば

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
の
一
翼
を
担

え
な
い
。
従
来
以
上
に
保
安

体
制
を
見
直
し
、
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
活
動
を
続
け
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
事
業
計
画
は
▽
実
務
者
へ

の
講
習
会
▽
高
圧
ガ
ス
保
安

活
動
促
進
週
間
の
標
語
・
写

真
募
集
と
ポ
ス
タ
ー
作
成
▽

防
災
訓
練
へ
の
協
力
▽
国
家

試
験
の
事
前
講
習
会

―
な

ど
。
予
算
は
３
０
０
万
円
。

　
総
会
後
、
杉
原
道
生
・
京

都
府
危
機
管
理
部
防
災
消
防

企
画
課
産
業
保
安
担
当
課
長

が
「
京
都
府
か
ら
の
お
知
ら

せ
」、
奥
田
里
衣
子
・
京
都

市
消
防
局
予
防
指
導
課
保
安

係
長
が
「
京
都
市
に
お
け
る

保
安
行
政
に
つ
い
て
」
の
演

題
で
講
演
し
た
。

今
期
、日
野
町
で
４
台
計
画

公
民
館
に
こ
ん
ろ
寄
贈

中
村
幸
男
委
員
長

　
滋
賀
県
協
青
年
委
は
同

日
、
大
津
市
で
第
１
回
会
議

を
開
い
た
。
廃
棄
メ
ー
タ
ー

回
収
事
業
の
収
益
金
で
日
野

町
内
の
公
民
館
に
こ
ん
ろ
４

台
を
寄
贈
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

　
中
村
委
員
長
は
「
八
日
市

支
部
で
青
年
委
員
会
の
報
告

を
し
た
際
、
活
発
な
活
動
を

支
部
の
皆
さ
ん
に
感
心
さ
れ

た
。
今
年
度
も
多
く
の
行
事

や
研
修
会
が
あ
り
、
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
メ
ー
タ
ー
回
収
の
収
益
金

は
従
来
、
看
板
に
よ
る
広
報

費
用
な
ど
に
充
当
し
て
き

た
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
公
的
施
設
へ
の
こ
ん
ろ
寄

贈
を
検
討
、
第
１
弾
と
し
て

日
野
町
の
公
民
館
２
カ
所
に

高
付
加
価
値
の
ビ
ル
ト
イ
ン

２
台
と
据
え
置
き
型
２
台
を

設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
両
施
設
と
も
老
朽
化
し
た

こ
ん
ろ
が
６
台
ず
つ
あ
る

が
、
一
部
を
交
換
し
残
る
こ

ん
ろ
を
買
い
替
え
て
も
ら
う

き
っ
か
け
と
す
る
。
料
理
教

室
を
企
画
し
て
、
地
域
住
民

に
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
魅
力
を
伝

え
る
。
寄
贈
は
来
年
度
以
降

も
地
域
を
変
え
て
継
続
す
る

計
画
だ
。

　
10
月
中
旬
の
京
滋
合
同
青

年
部
会
研
修
会
は
幹
事
県
と

し
て
ド
ロ
ー
ン
の
体
験
研
修

を
予
定
す
る
。
さ
ら
に
近
畿

５
府
県
青
年
委
員
会
や
出
前

教
室
、
東
近
江
市
の
二
五
八

祭
で
の
ブ
ー
ス
出
展
な
ど
に

つ
い
て
討
議
、
報
告
し
た
。

　
箕
面
市
（
倉
田
哲
郎
市
長
）
は
市

内
全
20
の
小
中
学
校
体
育
館
に
導
入

し
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
（
計

56
台
１
０
５
６
馬
力
）
と
非
常
用
発

電
機
（
９
・
９
㌔
㌾
㌂
×
20
基
）
の

２
０
１
８
年
度
の
使
用
実
績
を
明
ら

か
に
し
た
。
熱
中
症
対
策
で
当
初
の

計
画
よ
り
稼
働
率
が
高
ま
っ
た
も
の

の
、
電
気
空
調
に
比
べ
コ
ス
ト
メ
リ

ッ
ト
が
大
き
く
満
足
度
が
高
い
。

　
昨
年
４
月
～
今
年
３
月
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
消
費
量
は
12
小
学
校
で
７
０
０
８

・
３
立
方
㍍
（
う
ち
発
電
機
30
・
４

立
方
㍍
）、
８
中
学
校
（
う
ち
２
校

は
小
中
一
貫
校
）
で
９
８
０
０
・
３

立
方
㍍
（
う
ち
発
電
機
２
８
０
・
３

立
方
㍍
）
と
な
っ
た
。
税
込
み
支
払

額
は
小
学
校
で
２
４
０
万
２
千
円
、

中
学
校
で
３
２
４
万
７
千
円
。
中
学

校
で
発
電
機
向
け
消
費
量
が
多
か
っ

た
の
は
、
夏
休
み
期
間
の
増
築
工
事

で
校
舎
が
停
電
し
て
い
た
の
で
学
童

保
育
や
体
育
館
で
使
用
し
た
た
め
。

　
市
は
昨
春
、
全
域
が
都
市
ガ
ス
供

給
区
域
で
あ
り
な
が
ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

特
性
や
保
安
、
供
給
体
制
、
経
済
性

を
高
く
評
価
し
、
電
気
空
調
と
の
競

合
の
結
果
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
空
調
と
発
電

機
を
採
用
し
た
。
総
務
省
の
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
た
事
例

と
し
て
も
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て

い
る
。
昨
年
相
次
い
だ
災
害
で
は
体

育
館
を
避
難
所
と
し
て
開
放
し
、
Ｇ

Ｈ
Ｐ
や
非
常
用
発
電
機
を
稼
働
し

た
。
ま
た
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）

を
基
準
に
屋
外
活
動
を
ル
ー
ル
化
し

基
準
値
を
上
回
る
と
屋
外
活
動
を
禁

止
す
る
。
特
に
部
活
動
で
体
育
館
を

使
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
。

　
学
校
別
使
用
状
況
は
次
の
通
り
。

　
▽
小
学
校
＝
箕
面
２
８
８
・
７
立

方
㍍
、
北
１
７
２
立
方
㍍
、
南
６
６

７
・
１
立
方
㍍
、
西
６
７
９
・
６
立

方
㍍
、
西
南
５
９
０
・
６
立
方
㍍
、

中
７
１
３
・
２
立
方
㍍
、
東
７
６
８

・
２
立
方
㍍
、
萱
野
４
８
９
・
８
立

方
㍍
、
萱
野
北
４
７
９
・
３
立
方

㍍
、
萱
野
東
７
７
２
・
１
立
方
㍍
、

豊
川
北
６
３
１
・
８
立
方
㍍
、
豊
川

南
７
５
５
・
９
立
方
㍍
▽
中
学
校
＝

第
一
１
６
４
１
・
９
立
方
㍍
、
第
二

１
５
８
２
・
８
立
方
㍍
、
第
三
１
５

１
６
・
３
立
方
㍍
、
第
四
１
２
１
６

・
１
立
方
㍍
、
第
五
１
１
９
２
・
５

立
方
㍍
、
第
六
１
０
３
１
立
方
㍍
、

と
ど
ろ
み
５
８
０
・
９
立
方
㍍
、
彩

都
１
０
３
８
・
８
立
方
㍍
（
う
ち
発

電
機
２
７
１
・
２
立
方
㍍
）

発電機は310立方

ＧＨＰ １万6497立方

箕
面
市
の
20
校
体
育
館

前
期
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
量

支
払
額
564
万
円
と
割
安

　
滋
賀
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
青
年
委
員
会
（
中
村
幸
男

委
員
長
）
は
６
月
20
日
、
大
津
市
で
岩
手
県
液
化
ガ

ス
事
業
協
同
組
合
青
年
部
会
（
長
澤
一
信
部
会
長
）

と
交
流
会
を
行
っ
た
。
滋
賀
青
年
委
が
数
年
前
か
ら

協
賛
し
て
い
る
び
わ
湖
放
送
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
野

洲
の
お
っ
さ
ん
カ
イ
ツ
ブ
リ
」
と
、
岩
手
県
の
火
育

で
活
躍
す
る
「
火
起
こ
し
原
人
」
も
野
洲
市
の
小
南

自
治
会
館
で
対
面
し
た
。
９
月
以
降
、
テ
レ
ビ
で
放

送
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
配
信
さ
れ
る
。

「
火
起
こ
し
原
人
」
と
対
面

滋
賀
青
年
委 

岩
手
事
業
協
と
交
流

「野洲のおっさん」火起こし原人（右）と野洲の
おっさん（中央）が対面。び
わ湖放送が現場を収録した

　
岩
手
の
青
年
部
会
は
和
歌

山
で
開
か
れ
た
全
国
中
小
企

業
青
年
中
央
会
の
総
会
に
合

わ
せ
滋
賀
県
を
訪
問
し
た
。

部
会
員
の
多
く
は
岩
手
県
高

圧
ガ
ス
保
安
協
会
盛
岡
支
部

青
年
委
員
会
（
浦
田
学
委
員

長
）
の
委
員
で
も
あ
る
。
両

県
の
青
年
委
員
会
は
従
来
、

情
報
交
換
な
ど
で
交
流
し
て

き
た
。
滋
賀
が
作
成
し
た
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
容
器
の
デ
ザ
イ
ン
を

模
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
、
盛
岡

の
ア
イ
デ
ア
を
基
に
し
た
。

　
び
わ
湖
放
送
は
７
月
１
日

の
び
わ
湖
の
日
に
向
け
、
野

洲
の
お
っ
さ
ん
が
び
わ
湖
一

周
２
０
０
㌔
㍍
を
行
脚
し
住

民
と
触
れ
合
う
姿
を
番
組
に

し
て
い
る
。
５
月
に
は
滋
賀

青
年
委
の
食
育
活
動
も
取
材

し
た
。
今
回
は
岩
手
７
人
、

滋
賀
２
人
、
マ
ル
ト
ウ
コ
ン

パ
ッ
ク
２
人
が
撮
影
に
参
加

し
た
。
岩
手
の
部
会
員
扮
す

る
火
起
こ
し
原
人
が
野
洲
の

お
っ
さ
ん
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
同

じ
デ
ザ
イ
ン
の
前
掛
け
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
、
野
洲
の

お
っ
さ
ん
は
「
岩
手
の
Ｔ
シ

ャ
ツ
の
方
が
お
し
ゃ
れ
や

な
」
と
言
い
な
が
ら
喜
ん
だ
。

　
長
澤
部
会
長
は
「
滋
賀
青

年
委
の
広
報
は
充
実
し
て
お

り
、
盛
岡
で
活
動
状
況
を
講

演
し
て
も
ら
っ
た
。
わ
れ
わ

れ
は
火
起
こ
し
出
前
教
室
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
お
互
い

良
い
面
を
ま
ね
し
て
高
め
合

い
た
い
」
と
述
べ
た
。
浦
田

委
員
長
は
「
滋
賀
の
活
動
に

刺
激
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

盛
岡
に
も
近
江
商
人
の
末
裔

は
多
く
、
売
り
手
良
し
・
買

い
手
良
し
・
世
間
良
し
の
三

方
良
し
の
精
神
は
素
晴
ら
し

い
」
と
た
た
え
た
。
中
村
委

員
長
は
「
岩
手
の
方
に
喜
ん

で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
。
実

際
の
放
送
が
ど
ん
な
形
に
な

る
か
楽
し
み
」
と
話
し
た
。

　
撮
影
後
の
交
流
会
に
は
、

滋
賀
か
ら
さ
ら
に
６
人
が
参

加
し
情
報
交
換
し
た
。
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